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未来医療研究人材養成拠点形成事業 
選定事業の概要と推進委員会からの主なコメント 

[テーマＢ：リサーチ・マインドを持った総合診療医の養成] 
 
 

 整理番号 Ｂ－１５ 

申 請 担 当 大 学 名 

（ 連 携 大 学 名 ） 
東京慈恵会医科大学 

事 業 名 
卒前から生涯学習に亘る総合診療能力開発  

～地域における臨床研究の推進を目指して～ 

事 業 責 任 者 総合診療部 教授・診療部長 大野 岩男 

事 業 の 概 要 

地域と大学が強く連携し、卒前から卒後・生涯に亘る時間軸の中で、「幅広い多様性」という総合診

療の専門性を基礎に、地域医療で生じた問題を自ら解決するための臨床研究を発案・遂行し、エビデ

ンスを発信できる医師を養成するプログラムを開発する。本学は既に卒前教育において地域での様々

な医療ニーズを体験する実習を低学年から体系的に導入し、さらに社会人教育として地域医療に従事

する医師を対象に臨床研究者育成プログラムも実施している。そこで本事業では、卒前、臨床研修で

の「地域医療体験」の拡充、専門修得コース（レジデント）における教育病院・施設群と連携した「総

合診療コース」の新設、大学院博士課程での授業細目「地域医療プライマリケア医学」の確立、大学

院と専門修得コース（レジデント）のコンバインドプログラムを構築し、プライマリケア現場で活躍

する clinician researcher を育成する全学的なシステムを開発・整備し、地域医療のための人材養成

拠点となる。 

推進委員会からの主なコメント    ○：優れた点等、●：改善を要する点等 

○卒前教育から、大学院教育、さらに臓器別診療医から総合診療への転進をめざす医師、あるいは復

職を目指す医師のためのプログラムなど幅広いプログラムを考えていることは優れている。 

○自らの地域を基盤に、診療と臨床研究を実践する理想的なアカデミックＧＰを示している。 

○プログラムの枠組みの具体性が高く、すでに養成を展開している施設とのコラボレーションを前提

としており、実現性が高い。 

○医学生に対する動機付けならびに実習の質が担保されている。 

○全医学生に５日間高齢者医療を体験させる「高齢者医療体験実習」や、「へき地医療プログラム」の

あることは優れている。 

○大学院に「地域医療プライマリ・ケア医学」を開設する点は、効果が期待できる。 

○女性医師キャリア支援、復職支援ネットワークなどサポート体制の充実が認められる。 

●病院総合診療医としての能力（例えば、未診断患者の診断、主治医機能を持った可能な範囲の専門

的診療、高齢者等に対する予防医学の実践等）も高められるような教育プログラムとなるよう期待し

たい。 
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